
 

 

 

 C2021-07 涙を変えて喜びに  

[今月の聖書] 

詩篇  （126：1-6） 

126:1 主がシオンの繁栄を回復されたとき、われらは夢みる者のようであった。126:2 その時われらの口は笑いで満た

され、われらの舌は喜びの声で満たされた。その時「主は彼らのために大いなる事をなされた」と／言った者が、もろも

ろの国民の中にあった。 126:3 主はわれらのために大いなる事をなされたので、われらは喜んだ。126:4 主よ、どうか、

われらの繁栄を、ネゲブの川のように回復してください。126:5 涙をもって種まく者は、喜びの声をもって刈り取る。 

 126:6 種を携え、涙を流して出て行く者は、束を携え、喜びの声をあげて帰ってくるであろう。 

マタイ  (9：35-38) 

9:35 イエスは、すべての町々村々を巡り歩いて、諸会堂で教え、御国の福音を宣べ伝え、あらゆる病気、あらゆるわず

らいをおいやしになった。9:36 また群衆が飼う者のない羊のように弱り果てて、倒れているのをごらんになって、彼らを

深くあわれまれた。9:37 そして弟子たちに言われた、「収穫は多いが、働き人が少ない。 9:38 だから、収穫の主に願

って、その収穫のために働き人を送り出すようにしてもらいなさい」。 

へブル 5:7 キリストは、その肉の生活の時には、激しい叫びと涙とをもって、ご自分を死から救う力のあるかたに、祈と

願いとをささげ、そして、その深い信仰のゆえに聞きいれられたのである。 

ヨハネ  12:24 よくよくあなたがたに言っておく。一粒の麦が地に落ちて死ななければ、それはただ一粒のままである。

しかし、もし死んだなら、豊かに実を結ぶようになる。 

第二テモテ 4:2 御言を宣べ伝えなさい。時が良くても悪くても、それを励み、あくまでも寛容な心でよく教えて、責め、

戒め、勧めなさい。 

 

お元気でお過ごしでしょうか。今月は「涙を変えて喜びに」と題して、福音を宣べ伝える喜びについてお話しいたしま

す。人生において最も尊い事は、愛する人、友人、家族や知人に福音をお伝えすることです。言葉を変えて言えば励

ますことであり、導くことであり、究極的な希望を伝えることなのです。物質的金銭的に人に与える事は誰にでもできるこ

とではありません。しかし心の内に満ち溢れる喜びと信仰を伝える事はあなたにもできます。しかし、まずあなた自身が

確信と喜びに満たされている必要がありますね。それは聖霊の働きです。それは涙の種まきであり、喜びの収穫なので

す。 

詩篇 126 篇は「都もうでの歌」と言われ、120-134 篇の 15 篇のエズラによって編纂された詩篇の一つです。70 年のバ

ビロン捕囚からペルシャ王クロスによって解放され、祖国イスラエルに帰還した人々の喜びの歌です。多分 BC530 年頃

のものと思われます。しかしそれはイスラエル民族の回復の歌であるばかりでなく、今日まで教会の回復の歌として読ま

れてきました。それはまた同時に、私たち一人一人の属している群れ、家族、コミュニティーの回復の歌でもあります。 

信じて祈り求める時、「神は大いなることをなしたもう」と歌うことができます。今あなたは大いなる神の御業を見て喜ん

でいますか。感謝していますか。溢れ出る思いを持って福音を宣べ伝えていますか。 

福音書はイエス・キリストが涙と祈りをもって人々を救うために戦っておられたことを記録しています｡私もまたかつて

全国を駆け巡って伝道していた日々がありました。何百人という人びとが一度にイエス・キリストを信じ、新しい人生を踏

み出した出来事を見ました。絶望的な状況の中にあった方が、イエス・キリストを信じ、聖霊に満たされ、生まれ変わっ

て活躍された方がいました。しかし今激しい涙と祈りの伝道は火が消えたかのように思える昨今です。 

お互いに与えられている時間が次第に短くなりつつある今日、また世界の歴史が終末に向かい、不安な未来に向か

っている現代において、私たちはもう一度福音を伝える涙と喜びを体験したいと思うのです。①あなたは救われていま

すか。②あなたは聖霊に満たされていますか。③あなたは伝道していますか。この 3 つの問いは 90 歳になって今も元

気で活躍している瀬尾弘志先生の言葉です。砂漠が雨季になると突然大河になるネゲブのように、あなたの人生の最

も意味のある時を迎えられますようお祈りいたします。 

 




